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　 全国学力・ 学習状況調査の結果によ る と 、本市の児童生徒の学力は、全国・ 県の平

均値を 下回っ ている こ と から 、個に応じ た指導の充実や分かる 授業の実践によ り 、確

かな学力の定着を 図る必要があり ます。

　 一方で、子ど も たち の能力・ 可能性を 十分に伸ばすためには、教員の資質や能力の

向上が必要不可欠ですが、教員の長時間勤務など、子ど も と 十分に向き 合う こ と がで

き ない状況も ある こ と から 、教員一人ひと り が担う べき 業務に専念でき、意欲と 能力

を 最大限に発揮でき る環境整備を 推進する必要があり ます。

　 また、不登校への対応、特別支援教育※1の充実、安全・ 安心で質の高い教育環境の整

備などの課題が指摘さ れている こ と から 、学校・ 家庭・ 地域が一体と なっ た教育の一

層の充実が求めら れる と と も に、学校の特色を 生かし た教育活動の推進のため、地域

の多様な人材の活用や特認校制度※2の広報など、地域に開かれた学校づく り を 展開し

ていく 必要があり ます。

　 市立国分中央高等学校においては、屋内運動場など学校施設の整備を 進めてき まし

たが、今後更に、一人ひと り の生徒に合わせた進路指導等の充実を 図る と と も に、募集

定員の確保に向けた取組を 強化し ていく 必要があり ます。

※1   特別支援教育  ／  障害のある幼児児童生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取組を 支援すると いう 視点に立ち、幼児児童
生徒一人ひと り の教育的ニーズを 把握し、 その持てる 力を 高め、生活や学習上の困難を 改善又は克服する ため、適切な指導及び
必要な支援を 行う も の。

※2   特認校制度  ／  豊富な自然環境に恵まれた小規模校の特性を生かし 、心身の健康増進・ 体力づく り と と も に、学ぶ楽し さ と 、
豊かな人間性を 培いたいと 希望する保護者・ 児童生徒に、一定の条件のも と で特別に入学（ 転学）を 認める制度。

施策

立志と 将来への希望を 育む学校
教育の充実

4 -1

施策の現状と 課題

施策で目指す姿

　 子ども たちの学力や健康、豊かな心を育み、本市の発展を 支えていく 人材を

育成する ため、教職員の資質向上や安全・ 安心な教育環境の整備に努めると

と も に、地域や関係機関と 連携し た学校支援体制を構築し 、特色ある教育活動

を推進し ます。

　 また、市立国分中央高等学校においては、魅力ある 専門高校と し て、歴史・

伝統を継承し つつ、時代と 社会の変化に対応でき る人材の育成を目指し 、更な

る活性化に取り 組みます。
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※3   学習定着度調査  ／  県内の小・ 中学生の基礎的・ 基本的な知識・ 技能や思考力・ 判断力・ 表現力等に関する学習状況を 把
握すると と も に、学習に関する意識や学び方などの学習状況を把握するため、県教育委員会が実施するも の。

成 果 指 標

教育振興基本計画後期計画 教育総務課 2 0 15 -2 0 19

08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 2827計画 期間（ 西暦）個別計画名 担当課

関 連
個別計画

政策４ 　 はぐく み　 社会を 生き 抜く 力と 生涯を 通じ て学びあう 力を 育むまち づく り

将来の夢や目標を 持っ ている

児童生徒の割合A

小・ 中学生のあいさ つや交通ルールを守るマナーが、

２ 、３ 年前と 比べて良く なっ ていると 思う 市民の割合B

学習定着度調査※3における平均正答率の

県と の比較C

規範意識の高い児童生徒の割合D

体力テスト（ 小・ 中学校）における平均値の

県と の比較E

成果指標

減少の抑制を
目指します

増加の抑制を
目指します

更なる減少を
目指します

更なる増加を
目指します

6 2 .1 6 2 .8 6 2 .46 2 .9

6 5 .6

2 014

6 0

5 5

5 0

6 5

7 0

2 015 2 016 2 0172 013

（ % ）

将来の夢や目標を持っ ている児童生徒の割合

65.0%

現状値
（ 年・ 年度）

目標値
（ 2022年・ 年度）

62.4%

（ 2017）

47.8%

（ 2017）
60.3%

62.5%

（ 2016）

0.2
（ 2016）

1.5

65.0%

1.7

▲2.2
（ 2016）

■ 関連データ
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施策

立志と 将来への希望を育む学校教育の充実4 -1

　 児童生徒の基礎的・ 基本的な知識の定着を 図る と と も に、主体的・ 対話的で深い学

びの視点から の授業改善などを 通じ て、思考力・ 判断力･表現力等の育成や問題を 自

ら の力で解決し ていこ う と する主体的な態度を 育みます。

　 また、各学校の学力向上に対する取組の評価・ 改善手法の更なる充実を 図ると と も

に、個人差や個性等を 考慮し た指導法の改善や個別指導のあり 方について支援を 行う

など、教職員の資質向上に努めます。

　 さ ら に、子ど も たち が自分の生き 方や働き 方について考え、社会的・ 職業的自立に

向けて必要な基盤と なる資質・ 能力を 育成するキャ リ ア教育※4の充実を 図り ます。

夢実現のための学力の向上と 個性を育む教育の推進1.

　 いじ めや不登校、暴力行為等のない学校づく り を 推進する と と も に、関係機関と 連

携し 、 こ れら に対する 相談体制の充実を 図り ます。

　 また、児童生徒の思いやり の心やあいさ つ、規範意識を 高める「 命の教育の日※5」、

「 ほめる 運動※6」等の具体的な取組を 通し て 、自他の大切さ を 認める こ と ができ る子ど

も たちを 育成し ます。

　 さ ら に、障害のある子ども たちの教育的ニーズに応じ た指導・ 支援の充実や学習環

境の整備を 行い、一人ひと り に応じ た自立と 社会参加の実現を 図り ます。

豊かな心の育成と 個性を 生かす支援体制の充実2.

　 スク ールガード リ ーダー※7や防犯ボラ ン ティ ア等と の連携を はじ め、地域・ 学校・

家庭が一体と なっ て、児童生徒の登下校時の安全確保に努めます。

　 また、耐震化や老朽化対策を 通じ て、学校施設の長寿命化を 図ると と も に、社会環境

の変化等に伴う 多様なニーズに即し た施設整備を 行う こ と により 、安全で質の高い学

校づく り を 推進し ます。

　 さ ら に、生涯にわたっ て健康的な生活を 送る ために必要な体力の向上や生活習慣の

形成、食育※8 の取組を 通じ て、健やかな体を 育みます。

安全で安心な学校づく り と 食育・ 体育の推進3.

※4   キャ リ ア教育  ／  一人ひと り の社会的・ 職業的自立に向け、必要な基盤と なる能力や態度を 育てるこ と を通し て、 キャ リ ア
発達を促す教育。

※5   命の教育の日  ／  各学校の計画に基づき 、毎月１ 回、互いの存在や違いを 認め合っ たり 、尊重し 合う こ と を感じ たり する活動
を 通し て、生命の大切さ について考える日。

※6   ほめる運動  ／  道義高揚、豊かな心推進宣言都市と し て家庭や地域と 連携し 、子供たちに誇り と 自信を も たせ、自己肯定感を
高めるためのキリ シマイ スタ ーと 連携し た取組。

※7   スク ールガード リ ーダー  ／  通学路の巡回、不審者対応に関し て学校等に助言を 行う アド バイ ザー。

※8   食育  ／  様々な経験を 通じ て、食に関する知識と 食を 選択する力を 持ち、健全な食生活を 実践でき る人間性を 育てるこ と 。

施策の目標達成のための基本事業
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　 地域の多様な人材と の交流体験などを 通じ 、教育活動の活性化を 図る と と も に、郷土を

愛する 心を 養い　 こ れから の社会づく り に貢献し よ う と する 子ども たち を 育成し ます。

　 また、地域と 連携し て、特認校制度※9や山村留学制度※10 の広報・ 体験活動の強化を

図る こ と によ り 、小規模校においても 児童生徒を 確保し 、学校及び地域の活性化に努

めます。

　 さ ら に、学校運営の改善と 発展を 目指す「 学校関係者評価※11 」の充実を 通し て、開か

れた学校づく り を 推進し ます。

　 加えて、経済的理由等で修学困難な生徒や学生へ奨学金を 貸与する こ と によ り 、安

心し て教育が受けら れる環境づく り に努めます。

地域や学校の特色を 生かし た教育活動と 教育支援の推進4.

　 市立国分中央高等学校の活力、専門性、教育水準の維持向上を 図り 、地域に信頼さ れ

魅力ある 学校づく り に取り 組むと と も に、歴史・ 伝統を 継承し つつ、時代のニーズに

即応し た高度な専門的技術や知識を 持っ た人材の育成に努めます。

　 また、進学・ 就職指導の充実を 図る と と も に、募集定員の確保に向けた取組を 強化し ます。

専門高校としての魅力を高める高等学校教育の充実5.

▶

▶

▶

「早寝・早起き・朝ごはん」を実践し、学年に応じた家庭学習の習慣化や健康
づくりのための運動習慣を身につけましょう。
学校や地域の各種⾏事への積極的な参加に努めましょう。
合同企業説明会や⼯場等⾒学会などの機会を通じ、市内の企業に関⼼を持
ちましょう。

▶ 登下校時の交通安全指導や子どもたちへのあいさつ、「励まし」の声かけ
をしましょう。

家庭

地域

※9  特認校制度  ／  豊富な自然環境に恵まれた小規模校の特性を生かし 、心身の健康増進・ 体力づく り と と も に、学ぶ楽し さ と 、
豊かな人間性を 培いたいと 希望する保護者・ 児童生徒に、一定の条件のも と で特別に入学（ 転学）を認める制度。
 
※1 0   山村留学制度  ／  過疎化が進んでいる 地域の学校などが、都会などに住む子ども たちを 受け入れ、学校教育の振興や地域
の活性化を図るこ と を 目的と し て、市町村、学校及び地域が主体と なっ て実施する制度。

※1 1   学校関係者評価  ／  保護者、地域住民等の学校関係者などにより 構成さ れた評価委員会が、学校評価の結果について審議
するこ と を基本と し て行う 評価。
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霧島市青少年議会 持松小学校運動会

政策４ 　 はぐく み　 社会を 生き 抜く 力と 生涯を 通じ て学びあう 力を 育むまち づく り



100

　 人口減少や核家族化※1、地域における連帯感の希薄化などを 背景に、家庭や地域の教

育力が低下する と と も に、人と 人と の結びつき が弱まり つつあり ます。併せて、 イ ン

タ ーネッ ト など の急速な普及によ り 、情報を 得る こ と が容易になっ た反面、有害な情

報へ触れる 機会も 増え、子ども の人格形成にまで悪影響を 及ぼす可能性も 指摘さ れて

います。

　 こ のよ う な社会環境の変化の中で、青少年の豊かな感受性を 養う ためには、誰も が

親と し てのあり 方を 常に振り 返る よ う 家庭教育を 充実さ せる と と も に、家庭・ 地域・

学校が連携し 、青少年育成のための健全な社会環境づく り に努める 必要があり ます。

　 また、地域が抱える 課題の解決のためには、学び合いを 通じ て、地域の新たなつなが

り を 育んでいく こ と が必要である こ と から 、全ての市民が、それぞれの意欲や必要に

応じ て学習でき る 環境の整備・ 充実や、学びの成果が地域での活動等に結びつく よ う

な学習機会の充実が求めら れます。

　 さ ら に、本市は、個性豊かな郷土芸能や伝統行事、史跡など、多く の伝統文化を 有し

ていますが、少子高齢化に伴う 担い手不足など によ り 、保全・ 継承が困難になっ てい

ます。そのため、学校や地域など と 連携し て、郷土に誇り を 持つ心を 醸成し 、後継者の

育成に努める と と も に、歴史・ 文化を 生かし た地域づく り の推進など、観光資源と し

ての魅力向上、まちづく り への活用等にも 積極的に取り 組む必要があり ます。

※1   核家族化  ／  夫婦と その未婚の子ども で構成さ れる家族。ただし 、夫婦のみの世帯や一人親世帯も 含まれる。都市化や高度経
済成長と と も に、 ３ 世代同居などの大家族世帯が減少し 、進行し たと 言われる。

施策

多様な学びを 支援する 社会教育
の充実

4 -2

施策の現状と 課題

施策で目指す姿

　 体験活動等を 通し て、心と 体のバラ ンスがと れた「 き り し まっ 子」を育成し 、

子ども 達が夢や目標を 持つ心を 育むと と も に、地域ぐ る みで青少年を 育成す

る気運を醸成し 、家庭や地域の教育力の向上を図り ます。

　 また、市民の学習環境の充実に努めると と も に、地域の課題に対する学びと

それを実践する「 循環」の仕組みづく り や支援に努めます。

　 さ ら に、市民が文化財を学び知る機会を 積極的に設け、郷土づく り の意識や

自発的な保存活動の高揚を促進し ます。
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成 果 指 標

教育振興基本計画後期計画

生涯学習推進計画

きりし まっ 子育成プラン

子ども 読書活動推進計画

教育総務課

社会教育課

社会教育課

国分図書館

2 0 15 -2 0 19

2 0 14 -2 0 1 9

2 0 0 7 -

2 0 1 8 -2 0 2 2

08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 2827計画 期間（ 西暦）個別計画名 担当課

関 連
個別計画

政策４ 　 はぐく み　 社会を 生き 抜く 力と 生涯を 通じ て学びあう 力を 育むまち づく り

青少年の他人に迷惑をかけると いう 行動が

２ ,３ 年前と 比べて減っ たと 考える市民の割合A

学習し ている市民の割合B

住んでいる地域の行事に参加し ている

児童生徒の割合C

公民館定期講座申込者に占める 新規申込者

の割合D

過去１ 年間の文化財保存・ 伝承活動の

実践者及び参加者の人数E

成果指標

減少の抑制を
目指します

増加の抑制を
目指します

更なる減少を
目指します

更なる増加を
目指します

75 .4

7 1 .0

6 2 .6

76 .5
7 8 .5

2 014

6 0

5 0

4 0

7 0

8 0

2 015 2 016 2 0172 013

（ % ）

公民館定期講座申込者に占める新規申込者の割合

23.5%

現状値
（ 年・ 年度）

目標値
（ 2022年・ 年度）

16.3%

（ 2017）

54.5%

（ 2017）
57.0%

62.6%

（ 2017）

10,838人

（ 2016）

62.5%

77.0%

11,500人

59.1%

（ 2016）

■ 関連データ
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施策

多様な学びを支援する社会教育の充実4 -2

　 豊かな自然環境の中で、様々な体験活動を 行い、心と 体のバラ ンスがと れた「 き り し

まっ 子」を 育成し ます。

　 また、地域における 異年齢集団での様々な体験活動などを 通じ て、子ど も たち の思い

やり の心や自律心を 育むと と も に、多様性や感受性を 養う ための取組を 推進し ます。

　 さ ら に、関係機関と 連携し て、子ども 会や青少年団体等への加入推進に努める と と

も に、こ れら の団体等への活動を 支援し ます。

きり し まっ 子の豊かな心を育む体験・ 交流活動の充実1.

　 子ど も が基本的な生活習慣を 身に付け、自立し た社会生活を 送る こ と ができ る よ

う 、地域ぐ るみで子育てを 支援する環境整備を 図り ます。

　 また、親と し ての学び、親になるための学びなど、家庭教育を 支援する ための学習機

会や情報の提供等を 図ると と も に、学校や地域、警察、校区青少年育成連絡会などの関

係機関と 連携し て、青少年の健全育成に努めます。

家庭教育の充実と 地域全体での見守り を 通じ た青少年の健全育成2.

　 多様化・ 高度化する ニーズに対応し 、関係機関と 連携し た学習機会や学習内容の充

実に努める と と も に、市民が、必要な情報を 容易に入手でき る よう 、広報誌や図書館シ

ステムなどを 活用し た情報提供を 行います。

　 また、社会教育施設の改修やメ ディ アセン タ ー等の機器の更新を 通じ 、市民が利用し

やすい学習環境の整備に努める と と も に、社会教育における 学びを 通し て、地域を 知

り 、課題に気づく こ と で、その解決に向けた活動に繋がる 場や機会の充実を 図り ます。

自ら 学び、高め合う 体制づく り と 学習環境の充実3.

　 文化財に触れる 史跡めぐ り や体験学習、歴史講座など を 積極的に開催する と と も

に、郷土芸能の保存・ 継承を 図るため、保存団体間の連携・ 交流を 推進し ます。

　 また、文化財の計画的な調査・ 研究、保存に努め、重要なも のについては、文化財指

定により 保護を 図るなど、文化財を 後世に遺すための適切な環境整備に努めます。

　 さ ら に、本市の歴史・ 文化・ 自然・ 産業などに触れるこ と ができ る よう に施設を 充

実し 、貴重な遺産を 後世に伝えます。

ふるさと 愛の高揚へつなげる文化財の保存・ 継承と 活用4.

施策の目標達成のための基本事業
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▶

▶

▶

何事にも 興味や関心を持ち、前向きに学習し よう とする意欲を持ちましょ う 。

各種講座等で学んだこと をボランティ ア活動等の場で生かし ましょ う 。

郷土芸能の継承や文化財を大切にする意識を高めましょ う 。

▶ 家庭教育の充実を 図り 、読書習慣を 身につけさ せ、地域活動への参加を

促し ましょ う 。

▶ 子ども たちをほめる声かけに取り 組むと と も に、子ども たちに地域活動の

中での役割を与えましょ う 。

市民

家庭

地域

2 

多
様
な
学
び
を
支
援
す
る
社
会
教
育
の
充
実

政
策
４

横川地区成人式

わんぱく き り し まっ 子自然体験事業

政策４ 　 はぐく み　 社会を 生き 抜く 力と 生涯を 通じ て学びあう 力を 育むまち づく り
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　 本市では、国内でも 屈指の音楽祭である「 霧島国際音楽祭」や世界を 舞台と する「 劇

団四季」の公演など 優れた芸術文化のイ ベン ト が開催さ れる と と も に、市民参加型の

ミ ュ ージカ ル等の新たな文化の創造や食文化等の継承によ る 次世代育成が行われて

います。

　 芸術文化は、鑑賞、体験のみなら ず日々の生活の中に存在する も のであり 、市民がそ

れぞれの感性で楽し むこ と ができ る よ う 、身近に触れ親し む機会を 創出し 、芸術文化

への意識の底上げを 図っ ていく 必要があり ます。

　 なお、市の芸術文化活動の中心組織の一つである 霧島市文化協会は、各地域におい

て、文化祭を はじ めと し た活動を 展開し ていま すが、少子高齢化の進行によ り 会員数

が減少するなど、後継者の育成が大き な課題と なっ ています。

　 一方、市内には、組織と し ての形態を と ら ずに、芸術文化活動を 行っ ている 個人や団

体も 多数存在する こ と から 、今後、その把握に努め、相互交流・ 連携を 推進し 、芸術文

化を 支える 人材の育成を 図り ながら 、まち づく り への活用等にも 積極的に取り 組む必

要があり ます。

　 また、本市の芸術文化活動の拠点と し て最も 重要な施設である 霧島市民会館は、建

築後5 0 年を 超えており 、建物本体・ 設備等で改修や更新の時期を 迎えている も のも あ

る こ と から 、今後のあり 方について検討する 必要があり ます。

施策

次世代へつなぐ 芸術文化活動 
の推進

4 -3

施策の現状と 課題

施策で目指す姿

　 優れた芸術文化に触れる こ と ができ る よ う 、多様なジャ ン ルの芸術文化を

楽し むこ と のでき る機会を提供すると と も に、積極的な情報発信に努めます。

　 また、市民の主体的な芸術文化活動の促進と 活動の裾野の拡大を図るため、

団体の育成・ 支援を行う と と も に、団体間の相互交流を推進し ます。

　 さ ら に、子ども たち の芸術文化に対する 興味・ 関心の高揚や豊かな心の醸

成を図るため、芸術文化に親し む機会を積極的に提供し ます。
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3 

次
世
代
へ
つ
な
ぐ
芸
術
文
化
活
動
の
推
進

政
策
４

成 果 指 標

08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 2827計画 期間（ 西暦）個別計画名 担当課

関 連
個別計画

教育振興基本計画後期計画 教育総務課 2 0 15 -2 0 19

政策４ 　 はぐく み　 社会を 生き 抜く 力と 生涯を 通じ て学びあう 力を 育むまち づく り

芸術文化に親し んでいる市民の割合A

芸術文化に触れ親し む環境が整っ ていると

感じ る市民の割合B

芸術文化事業の実践者及び鑑賞者の人数C

芸術文化団体に所属し ている人数D

霧島市民会館来館者数E

成果指標

減少の抑制を
目指します

増加の抑制を
目指します

更なる減少を
目指します

更なる増加を
目指します

9 8 ,3 3 4

110 ,6 76

101 ,8 3110 3 ,7 14

6 5 ,516

2 014

8 0 ,0 0 0

6 0 ,0 0 0

4 0 ,0 0 0

10 0 ,0 0 0

12 0 ,0 0 0

2 015 2 0162 0132 012

（ 人）

芸術文化事業の実践者及び鑑賞者の人数

54.3%

現状値
（ 年・ 年度）

目標値
（ 2022年・ 年度）

53.4%

（ 2017）

30.4%

（ 2016）
31.4%

2,992人

（ 2016）

63,924人

（ 2016）

118,000人

3,600人

71,900人

101,831人

（ 2016）

■ 関連データ
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施策

次世代へつなぐ 芸術文化活動の推進4 -3

　 子ども の頃から 身近な場所で良質な芸術・ 文化を 鑑賞し 、体験でき る 機会を 提供す

る と と も に、こ れまでの広報活動に加え、各種メ ディ ア ※1などを 活用し た積極的な情

報発信に努めます。

　 また、関係機関と 連携し 、市民ニーズ等を 踏まえた音楽・ 演劇などの芸術文化を 享

受でき るイ ベン ト や、市民が優れた芸術に触れる機会の創出に努めます。

芸術文化に触れ親し む機会の充実

　 市民の自主的な芸術・ 文化活動により 、多く の市民が芸術文化に親し める機会が増

える よう 、市民活動の支援に取り 組みます。

　 また、市文化協会や関係団体など、積極的に活動する 芸術文化団体への支援や団体

相互の交流の推進によ り 、活動の活性化を 図る と と も に、芸術文化を 支える 人材の育

成に努めます。

芸術文化活動を実践する市民及び団体への支援

※1   メ ディ ア  ／  新聞、雑誌、 テレ ビ、 ラ ジオなどの媒体。

施策の目標達成のための基本事業

1.

2.
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▶

▶

芸術活動や文化事業への積極的な 参加等を 通して、身近なまちの魅力を再

認識・ 発見するよう 努めましょ う 。

芸術文化に親し むため、市文化協会の活動や市民が自主的に行っている 芸

術・ 文化活動に積極的に参加し ましょ う 。

▶

▶

▶

会員や活動の拡充を図り 、芸術文化活動を担う人材育成に取り 組みましょう 。

個性と 魅力にあふれた芸術文化を創出し ましょ う 。

芸術文化に触れら れる機会の創出に努めましょ う 。

市民

団体

3 

次
世
代
へ
つ
な
ぐ
芸
術
文
化
活
動
の
推
進

政
策
４

文化協会「 国分支部文化祭」

国民文化祭「 霧島演劇祭」

政策４ 　 はぐく み　 社会を 生き 抜く 力と 生涯を 通じ て学びあう 力を 育むまち づく り
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　 本市は、関係機関と 連携し 、「 霧島スポーツ まつり ※1」や「 霧島市・ 上野原縄文の森駅

伝大会」の開催、市民総参加型のスポーツ イ ベン ト である「 チャ レ ン ジデー※2」への参

加など、各種スポーツ 活動に取り 組んでき まし た。

　 スポーツ 活動は、心身両面にわたる 健康の保持増進に資する も のである こ と から 、

年齢や性別、障害の有無に関わら ず、誰も が楽し める スポーツ やレ ク リ エーショ ン の

充実を 図ると と も に、総合型地域スポーツク ラ ブ ※3や指導者などの育成等を 通じ 、市民

が、生涯にわたり 、「 いつでも 、どこ でも 、いつまでも 」スポーツ に親し むこ と ができ る

環境づく り を 行う 必要があり ます。

　 また、本市出身のスポーツ 選手の活躍が、市民の感動やあこ がれにつながり 、スポー

ツ を 始める 動機づけにも なる こ と から 、各スポーツ 団体等と 連携し 、競技スポーツ の

推進を 図る と と も に、本市のスポーツ 振興や魅力の情報発信につながる スポーツ キャ

ン プの誘致・ 受入を 推進する 必要があり ます。

　 さ ら に、スポーツ 施設・ 設備の老朽化や利用者ニーズの多様化、2 0 2 0 年の第7 5 回

国民体育大会「 燃ゆる 感動かごし ま国体」、第2 0 回全国障害者スポーツ 大会「 燃ゆる 感

動かごし ま大会」の開催等を 踏まえ、利用者の安全性や利便性を 考慮し た施設等の整

備や修繕等に取り 組んでいく 必要があり ます。

※1   霧島スポーツまつり   ／  運動が苦手な方も 得意な方も 、経験者も 未経験者も 、老若男女問わず誰でも 楽し く 参加でき る体験
型のスポーツイ ベント 。市スポーツ協会が、毎年、体育の日に開催する。

※2   チャ レンジデー  ／  毎年５ 月の最終水曜日に人口規模がほぼ同じ 自治体間で、午前0 時から 午後9 時までの間に、 1 5 分間以
上継続し て運動やスポーツ などの身体活動（ 運動）を 行っ た住民の『 参加率（ ％）』を 競い合い、敗れた場合は、対戦相手の自治体の
旗を 庁舎のメ イ ンポールに１ 週間掲揚すると いう ユニーク なルールによっ て行われる“ まち の威信と 名誉”を かけた住民総参加
型のスポーツイ ベント 。

※3   総合型地域スポーツク ラ ブ  ／  地域の人々に年齢、興味関心、技術技能レ ベル等に応じ た様々なスポーツ機会を 提供する、
「 多種目」、「 多世代」、「 多志向」のスポーツク ラ ブ。

施策

スポーツ を 楽し む環境づく り  
の推進

4 -4

施策の現状と 課題

施策で目指す姿

　 市民が夢や希望を 持っ て生涯にわたり 、それぞれの志向にあっ たスポーツ

やレク リ エーショ ン活動を継続でき る環境づく り に取り 組みます。

　 また、各種スポーツ 大会・ イ ベン ト 等に対応でき る 施設や設備等の整備を

行い、大会・ イ ベント 等の誘致拡大に努めながら 、市民の競技力向上を目指し

ます。
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4 

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
環
境
づ
く
り
の
推
進

政
策
４

成 果 指 標

スポーツ振興計画

教育振興基本計画後期計画

観光総合戦略

健康きり し ま２１（ 第３ 次）

スポーツ・ 文化振興課

教育総務課

霧島Ｐ Ｒ 課

健康増進課

2 0 13 -2 0 1 9

2 0 15 -2 0 19

2 0 1 8 -2 0 2 2

2 0 1 8 -2 0 2 2

08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 2827計画 期間（ 西暦）個別計画名 担当課

関 連
個別計画

政策４ 　 はぐく み　 社会を 生き 抜く 力と 生涯を 通じ て学びあう 力を 育むまち づく り

日頃から 運動・ スポーツ を 行っ ている

市民の割合A

運動・ スポーツを 行いやすい環境が

整っ ていると 思う 市民の割合B

市内体育施設の年間利用者数C

スポーツキャ ンプ・ スポーツ合宿・ 大会の

誘致団体数D

スポーツ競技団体の加入者数E

成果指標

減少の抑制を
目指します

増加の抑制を
目指します

更なる減少を
目指します

更なる増加を
目指します

6 6 9

1 ,0 8 4

7 91

4 4 5
5 2 4

2 013

8 0 0

6 0 0

4 0 0

2 0 0

0

1 ,2 0 0

1 ,0 0 0

2 014 2 015 2 0162 012

（ 人）

スポーツキャ ンプ、合宿への参加者数

71.5%

現状値
（ 年・ 年度）

目標値
（ 2022年・ 年度）

62.7%

（ 2017）

51.1%

（ 2017）
56.0%

16団体

（ 2016 ）

12,043人

（ 2016）

933,000人

20団体

12,100人

921,538人

（ 2016）

■ 関連データ
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施策

スポーツを 楽し む環境づく り の推進4 -4

　 誰も が、それぞれの関心や適正に応じ て、生涯にわたり ス ポーツ に親し むこ と がで

き る 環境づく り に取り 組み、ラ イ フ ステージ ※4 等に応じ たスポーツ 活動を 推進し ます。

　 また、地域住民によ り 自主的・ 主体的に運営さ れる 総合型地域スポーツ ク ラ ブ※5 の

育成等、市民が主体的に参画で き る スポーツ 環境を 整備する と と も に、多様化する

ニーズや環境の変化に対応し た、新たな視点によ る スポーツ 指導者やコ ーディ ネー

タ ー役を 担う スポーツ 推進委員の養成に努めます。

　 さ ら に、第7 5 回国民体育大会「 燃ゆる 感動かご し ま 国体」、第2 0 回全国障害者ス

ポーツ 大会「 燃ゆる 感動かごし ま大会」の開催に向け、市民と 一体と なり 、気運の醸成

に努め、霧島なら ではの魅力溢れる大会を 目指し ます。

生涯スポーツの推進1.

　 年間を 通し て温暖な気候で全国有数の観光地でも ある本市の特性を 生かし 、国内外

を 問わず、各種スポーツ 団体のキャ ン プ等や各種大会を 招致する こ と によ り 、市の活

性化や観光客の誘致による スポーツ交流人口の拡大に努めます。

　 また、ト ッ プアスリ ート 選手によるスポーツ教室の開催など、各競技の底辺拡大や競

技スポーツ の向上に繋がる 施策を 展開し ます。

　 さ ら に、「 かごし ま国体・ かごし ま大会」の開催を 通し て、市民の競技力向上や生涯

にわたり スポーツ活動を 継続でき る環境づく り を 目指し ます。

競技スポーツの推進2.

　 地区自治公民館や自治会が行う 施設整備や備品購入への支援を 通し て 、地域におけ

るスポーツ の振興を 図り ます。

　 また、市民のスポーツ 活動の拠点と なる スポーツ 施設の充実を 図る ため、老朽化し

た施設や設備の整備、バリ アフ リ ー※6  化を 年次的・ 計画的に行う と と も に、適正な維

持管理に努めます。

　 さ ら に、「 かごし ま国体・ かごし ま大会」の開催に向け、選手や来場者が快適に利用

でき る施設整備に努めます。

スポーツ 施設の整備3.

※4   ラ イ フ ステージ  ／  人間の一生を 段階的に区分し たも の。一般的に、幼年期、少年期、青年期、壮年期、老年期に分けら れる。

※5   総合型地域スポーツ ク ラ ブ  ／  地域の人々に年齢、興味関心、技術技能レ ベル等に応じ た様々なスポーツ機会を 提供する、
「 多種目」、「 多世代」、「 多志向」のスポーツク ラ ブ。

※6   バリ アフ リ ー  ／  障害のある方が社会生活を し ていく 上での障害（ バリ ア）を 取り 除く こ と を いう 。も と も と 建築用語と し て
使われており 、段差の解消など、物理的な障壁の除去のこ と を 指し ていたが、社会的・ 心理的な障壁や、情報面・ 制度面などあら
ゆる障壁を 除去すると いう 意味にも 使われるよう になっ ている。

施策の目標達成のための基本事業
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政策４ 　 はぐく み　 社会を 生き 抜く 力と 生涯を 通じ て学びあう 力を 育むまち づく り

▶

▶

健康づく り 、体力づく り のためにスポーツに親し みまし ょ う 。

コ ミ ュ ニケーショ ンを 図るために、各地区スポーツ祭などに積極的に参加し まし ょ う 。

▶

▶

各スポーツ 団体（ 霧島市スポーツ 協会、総合型地域スポーツク ラブ 等）の

指導者等を 活用して、スポーツ活動の底辺拡大を図り ましょ う 。

地区スポーツ祭などの開催を通して、仲間づく り や地域づく り を進めましょう 。

▶ 各スポーツ団体間の連携を 図り 、指導者の育成や選手の競技力の向上に

努めましょ う 。

市民

地域

スポーツ団体

4 

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
環
境
づ
く
り
の
推
進

政
策
４

国民体育大会・ 全国障害者スポーツ 大会カ ウン ト ボード

上野原縄文の森駅伝大会


